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アドバイス①

擁壁や橋脚の圧迫感を軽減する方法を考える。

アドバイス②

高欄上の付属物の取付け方を工夫する。

市街地では周辺への視線遮蔽のための

パネルが取り付けられることも多いが、

見た目が直線的に分節されていると一体

性に欠ける。

土工部には長大なコンクリート壁面

が立ち上がる。

取付け道路は市街地に面するが、歩行

者や居住者にとって圧迫感が大きい。

付属物取付部からの雨垂れも目立ち、

汚い印象がある。

型枠面木により造形（スリット）を施

したロックキーパー。支壁とスリットが

擁壁全体のプロポーションを整えると

ともに、スリットが表情を与え、深みの

あるデザインとなっている。また、上部

のスリットは、水切りの役目も果たして

いる。擁壁にも応用が可能なデザインで

ある。

あらかじめパネルの取付けが決定し

ているのであれば、壁高欄とパネル支柱

の基部をいれこにすることで視覚的な

一体化を図る。

首都高速道路の壁高欄。照明等の設置

箇所に曲面を使った張り出し部を設け

た事例。これらのような壁面の造形には

（型枠工などの）手間はかかるが、大き

なコストアップにはつながらない。

壁高欄

パネル支柱

型枠面木により施したダブルのス

リットで大きな陰影効果を生む。

擁壁の壁部をセットバックすることで

も、圧迫感は大分軽減される。下部は地域

住民が管理する植栽スペース等にできる

とよい。

橋脚の隅角部に大きな面取りを施す

だけでも、景観上の効果は大きい。

大きなスリットはフカシも大きく

なるので、現実的ではない。
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